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④
 

③
 

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
諧
義
』
に
つ
い
て

明
治
―
―
―
―
一
年
に
民
事
訴
訟
法
典
が
成
立
し
公
布
さ
れ
て
以
来
、
約
一
世
紀
近
く
に
な
る
。

し
、
今
日
で
は
多
種
多
様
な
問
題
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
論
文
が
続
々
と
執
筆
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
百
年
近
く
の
間
に
、
そ
れ

以
前
の
明
治
初
期
を
も
加
え
れ
ば
百
年
を
こ
え
る
間
に
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
今
日
の
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
が
形
成
さ
れ
た
の

か
。
こ
れ
は
、
法
制
史
学
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
民
事
訴
訟
法
学
に
と
っ
て
も
研
究
の
対
象
と
な
り
う
る
問
い
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え

(
1
)
 

る。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
各
時
代
に
、

開
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
研
究
を
行
な
い
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

(
2
)
 

表
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
論
者
に
よ
っ
て
、

ま
ず
は
明
治
期
か
ら
着
手
し
、
得
ら
れ
た
認
識
を
徐
々
に
発

と
こ
ろ
で
、
既
に
明
治
期
民
事
訴
訟
法
学
に
つ
い
て
、
最
近
の
学
者
の
手
に
な
る
研
究
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
の
で
、
ま
ず
、
そ
れ
ら

、
、
、
、
、

を
概
観
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
（
民
事
訴
訟
法
を
應
接
の
対
象
と
す
る
も
の
に
限
定
す
る
）
。

「
民
事
訴
訟
法
の
制
定
1

テ
ッ
ヒ
ョ
ー
草
案
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
民
事
法
研
究
第
II
巻
一
頁

2
一
六
頁
）

「
日
本
民
事
訴
訟
法
に
封
す
る
佛
蘭
西
法
の
影
響
」
（
民
事
法
研
究
第
II
巻
一
七
頁
！
三
七
頁
）

手
塚
豊
・
伊
東
乾
「
明
治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
」
（
法
学
研
究
第
二
二
巻
ニ
・
三
合
併
号
六
一
頁

2
九
八
頁
）

小
野
木
常
「
明
治
初
期
の
民
事
訴
訟
」
（
法
学
論
叢
四
九
巻
第
二
号
一
九
頁

t
四
九
頁
、

②

兼

子

①

兼

子

四
七

（
五
七
七
）

第
三
号
三
一
頁

2
四
八
頁
、
第
四
号
―
―
―
六

ど
の
よ
う
な
議
論
が
展

そ
の
問
、
民
事
訴
訟
法
学
は
大
き
く
展
開



向
井
健
「
民
事
訴
訟
法
典
編
纂
史
点
描
1

明
治
前
半
期
に
お
け
る
ー
」
（
歴
史
教
育
五
三
頁

2
五
九
頁
）

石
川
明
・
石
渡
哲
「
明
治
五
年
。
聴
訟
規
則
（
原
告
条
例
・
被
告
条
例
。
附
録
）
」
（
法
学
研
究
四
四
巻
五
号
八
一
頁

2
―

1
0頁）

三
ヶ
月
章
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
財
産
差
押
草
案
に
お
け
る
執
行
制
度
の
基
本
構
想
」
（
民
事
訴
訟
法
研
究
第
六
巻
一
五
九
頁

2
-
―――

三
ヶ
月
章
「
テ
ヒ
ョ
ー
の
訴
訟
法
草
案
に
お
け
る
執
行
制
度
の
基
本
構
想
」
（
民
事
訴
訟
法
研
究
第
六
巻
二
二
三
頁
？
二
六
二
頁
）

石
井
良
助
「
明
治
初
年
の
民
事
訴
訟
」
（
『
手
塚
豊
教
授
退
職
記
念
論
文
集
・
明
治
法
制
史
政
治
史
の
諸
問
題
』

石
渡
哲
「
明
治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
」
（
前
掲
『
手
塚
教
授
退
職
記
念
論
文
集
』
九
九
五
頁

2
1
0
1―
―
七
頁
）

さ
て
、
以
上
、
明
治
時
代
の
民
事
訴
訟
法
に
関
す
る
近
時
の
研
究
を
概
観
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
司
法
制
度
に
関
す
る
研

究
を
除
け
ば
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
私
の
知
る
限
り
で
は
右
の
他
に
存
在
し
な
い
。

右
の
①

t
⑫
の
研
究
が
い
ず
れ
も
特
色
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
を
一
読
す
れ
ば
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
民

(
5
)
 

法
学
の
分
野
な
ど
と
く
ら
べ
る
と
、
明
治
期
に
関
す
る
研
究
の
余
地
が
な
お
広
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
西
村
捨
也
編
著
『
明
治
時
代
法
律
書
解
題
』
（
酒
井
書
店
・
一
九
七
四
年
版
）
の
民
事
訴
訟
法
の
項
目
（
一
五

0
頁
な
い
し
一

⑫
 

⑪ 

一
頁

2
二
六
頁
）

⑩ 
二
頁
）

⑨
 

⑧
 

⑦
 一

四
頁
）

⑥
 

⑤
染
野
義
信
「
わ
が
国
民
事
訴
訟
法
の
近
代
化
の
過
程
」

関
法

第
三
五
巻
第
三
・
四
•
五
号

頁

t
六
八
頁
、
第
五
号
八
一
頁

t
1
0七
頁
、
第
六
号
一
頁

t1
一
七
頁
）

（
菊
井
先
生
献
呈
論
集
『
裁
判
と
法
』
上
巻
四
九
三
頁

2
五
四
七
頁
）

向
井
健
「
明
治
初
年
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
|
|
．
江
藤
司
法
卿
時
代
を
中
心
に
」
ー
ー
（
総
合
法
学
通
号
六
一
・
ニ
頁

2

四
八

（
五
七
八
）



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
に
つ
い
て

義
を
名
村
泰
蔵
な
る
人
物
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

研
究
の
手
は
じ
め
に
、
『
佛
國
法
律
博
士
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
講
義

四
九

(
6
)
 

六
四
頁
）
に
は
、
民
事
訴
訟
法
に
関
す
る
八
五
点
の
書
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
書
物
の
内
容
が
ど
の
程
度
の
レ

ヴ
ェ
ル
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
学
説
史
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
か
、
そ
れ
ら
の
書
物
の
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
立
場

(
7
)
 

の
人
物
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
研
究
の
余
地
が
広
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
研
究
対
象
は
広
く
開
か
れ
て
い
る
と
私
は
判
断
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
明
治
期
民
事
訴
訟
法
学

り
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、

名
村
泰
蔵
口
諄

こ
の
名
村
泰
蔵
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
を
ま
ず
検
討
し
て
み
よ
う
。

佛
國
訴
訟
法
講
義
』
な
る
書
物
を
と
り
あ
げ
そ
の
成
立

の
由
来
、
内
容
等
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

(
8
)

（

9
)
 

本
書
の
存
在
は
既
に
三
ヶ
月
教
授
お
よ
び
伊
東
教
授
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
詳
細
に
言
及
し
た
も
の
は
私
の
知
る
限

い
わ
ば
「
西
洋
民
事
訴
訟
法
学
事
始
」
と
も
言
う
べ
き
同
書
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

、
、
、
、
、

さ
て
、
同
書
は
、
『
司
法
省
蔵
版
佛
國
訴
訟
法
講
義
明
治
十
四
年
七
月
弘
令
社
翻
刻
』
（
圏
点
筆
者
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
内
容
は
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
明
治
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
合
計
三
八
回
に
わ
た
っ
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
行
な
っ
た
講

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
明
治
六
年
―
一
月
一
五
日
、
横
浜
港
に
到
着
し
た
。
こ
の
こ
と
を
示
す
の
が
次
の
資
料
で
あ
る
。

、
、
、
、

兼
テ
伺
済
二
相
成
居
候
教
師
仏
国
人
「
プ
ウ
ソ
ナ
ー
ド
」
当
五
月
於
彼
地
雇
入
二
相
成
当
省
七
等
出
仕
名
村
泰
蔵
同
伴
ヲ
以
テ
一
昨

(10) 

十
五
日
横
浜
到
着
候
間
此
段
御
届
申
進
候
也
（
圏
点
筆
者
）

（
五
七
九
）



第
三
五
巻
第
三
•
四
・
五
号

名
が
親
密
な
る
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
が
次
の
資
料
で
あ
る
。

（
五
八

0
)

す
な
わ
ち
名
村
泰
蔵
は
フ
ラ
ン
ス
よ
り
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
同
行
し
て
き
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
来
日
後
も
両

一
書
粛
呈
仕
候
然
ハ
私
儀
御
存
之
通
日
本
語
二
不
通
二
有
之
候
処
御
省
邸
之
内
二
引
移
リ
以
後
不
都
合
筋
不
少
然
ル
処
閣
下
之
御
懇

ニ
て
日
々
暫
時
間
書
記
生
小
出
氏
来
て
拙
子
之
差
図
ヲ
下
僕
二
伝
へ
被
呉
候
と
い
へ
と
も
全
ク
寸
間
二
候
頃
日
、
訪
ネ
来
ル
人
も
不

少
候
又
拙
子
も
用
事
有
之
節
ハ
此
方
よ
り
も
参
り
不
申
候
て
ハ
不
相
成
儀
も
有
之
候
次
第
二
付
今
一
層
御
慈
悲
ヒ
為
垂
名
村
氏
に
書

記
役
之
外
に
別
に
御
用
不
被
仰
付
し
て
同
氏
も
拙
子
と
同
邸
内
に
住
居
候
様
ヒ
仰
付
度
於
に
同
人
と
法
律
学
二
付
懇
親
之
交
も
有
之

又
仏
国
よ
り
日
本
迄
之
旅
行
も
共
に
仕
候
事
に
御
坐
候
依
て
名
村
氏
拙
子
と
御
邸
内
に
同
居
候
と
い
へ
と
も
従
来
之
等
級
に
置
カ
レ

総
て
御
用
向
之
応
対
に
付
通
辮
官
と
し
て
拙
子
之
職
掌
之
助
け
に
も
相
成
候
事
ゆ
へ
屹
度
御
用
達
と
奉
存
候
然
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
必
用
ナ

ル
日
本
語
之
教
ヲ
も
受
け
可
申
候
然
リ
と
雖
圧
同
人
之
本
職
務
に
付
聯
力
御
省
之
御
用
不
都
合
に
は
決
て
不
相
成
候
且
ッ
又
同
氏
に

ハ
既
二
相
応
之
仏
蘭
西
語
之
話
も
出
来
候
得
ハ
常
に
拙
子
と
会
話
致
し
候
に
便
利
よ
く
猶
更
精
達
可
致
に
付
て
ハ
矢
張
政
府
之
御
用

(11) 

達
と
奉
存
侯
因
て
殊
に
拙
子
之
職
掌
之
便
利
と
な
る
可
き
多
免
此
段
何
卒
奉
伏
願
候
恐
愧
謹
言

こ
の
文
書
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
か
ら
大
木
司
法
卿
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
名
村
に
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
の
能
力
の

あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
、
こ
れ
が
―
つ
の
理
由
と
な
っ
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
名
村
と
の
同
居
を
乞
う
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
大
木
司
法
卿
は
こ
の
願
い
を
容
れ
て
次
の
よ
う
に
返
答
し
た
。

省
内
御
引
移
之
末
御
都
合
も
有
之
名
村
御
同
居
ヒ
成
度
段
御
相
談
之
趣
致
承
知
候
右
は
名
村
申
立
二
依
リ
既
二
同
人
江
差
図
二
及
至

候
間
何
卒
御
了
承
有
之
度
勿
而
向
来
本
省
事
務
等
二
関
ス
ル
議
は
同
人
又
ハ
其
他
ヲ
以
通
辮
相
致
可
申
私
等
応
酬
等
之
際
二
至
而
は

(12) 

御
相
談
之
事
二
候
へ
は
御
勝
手
ク
ル
可
ク
候
此
段
御
答
書
得
貴
意
候
也

関
法

五
〇



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
諧
義
』
に
つ
い
て

議
」
の
経
過
を
、
後
日
、
名
村
泰
蔵
が
翻
訳
し
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
と
し
て
司
法
省
が
出
版
せ
し
め
た
と
い
う
推
測
が
で
き
る
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

手
塚
教
授
・
向
井
教
授
の
右
の
研
究
成
果
な
ら
び
に
、

ら
れ
る
。

手
塚
教
授
は
、

以
上
の
資
料
か
ら
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
名
村
泰
蔵
と
の
間
に
は
信
頼
関
係
が
あ
り
、
名
村
が
『
佛
国
訴
訟
法
講
義
』
の
訳
者
と
し
て
登
場
し

(13) 

た
大
き
な
理
由
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
次
に
、

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
訴
訟
法
の
講
義
は
ど
の
よ
う
な
機
会
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
み

『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
の
書
物
そ
れ
自
体
の
な
か
に
は
、

そ
れ
を
直
接
に
判
断
さ
せ
る
材
料
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

五

（
五
八
一
）

「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
編
纂
前
後
の
一
考
察
」
（
『
滝
川
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
・
日
本
史
篇
』
八
三
五
頁
以
下
）
に

(14) 

お
い
て
、
大
木
司
法
卿
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
命
じ
て
司
法
省
内
有
志
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
講
義
を
行
な
わ
せ
た
「
民
法
会
議
」

(15) 

に
つ
い
て
、
慶
応
大
学
法
学
部
研
究
室
所
蔵
の
小
田
切
盛
徳
の
旧
蔵
書
に
も
と
づ
く
研
究
を
さ
れ
、
そ
の
会
議
筆
記
が
司
法
省
か
ら
、
ボ

(16) 

ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
講
義
・
名
村
泰
蔵
訳
『
仏
国
民
法
契
約
編
講
義
』
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

他
方
、
向
井
教
授
は
、
前
掲
「
明
治
初
年
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
」
に
お
い
て
、
小
田
切
盛
徳
旧
蔵
書
の
な
か
に
「
訴
訟
法

日
に
い
た
る
お
よ
そ
一
年
間
、

会
議
筆
記
」
全
十
冊
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
主
宰
す
る
会
議
が
「
明
治
七
年
四
月
十
日
に
発
会
し
て
翌
年
四
月
三
十

(17) 

よ
し
中
断
し
た
時
期
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
お
お
む
ね
毎
月
五
・
十
の
日
に
ひ
ら
か
れ
た
」
と
述
べ
て
お

よ
う
。

後
に
詳
述
す
る
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
の
内
容
を
対
照
す
る
に
、
「
訴
訟
法
会



略）

第
三
五
巻
第
三
•
四
・
五
号

で
は
、
次
に
、
「
訴
訟
法
会
議
」
に
は
ど
の
よ
う
な
人
物
が
出
席
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
向
井
教
授
は
右
の
小
田

(18) 

切
盛
徳
文
書
か
ら
次
の
人
物
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
。

司
法
省
御
傭
の
ガ
リ
ー
、
左
院
副
議
長
・
佐
々
木
高
行
、
明
法
権
頭
・
鶴
田
皓
、
権
大
法
官
・
鷲
津
宣
光
、
司
法
省
七
等
出
仕
・
名
村

泰
蔵
、
中
法
官
・
荒
木
博
臣
、
正
院
七
等
出
仕
兼
左
院
五
等
議
官
・
安
川
繁
成
、
左
院
五
等
議
官
・
長
森
敬
斐
、
同
・
依
田
薫
、
司
法
大

録
・
小
田
切
盛
徳
、
明
法
大
属
・
松
下
直
美
、
明
法
権
大
属
・
於
保
貞
夫
、
少
法
官
・
昌
谷
千
里
、
同
・
大
園
孝
賛
、
同
・
楠
正
位
。

と
こ
ろ
で
、
手
塚
教
担
は
先
の
民
法
会
議
に
関
す
る
研
究
の
な
か
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
講
義
中
に
実
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
場
合
に

(19) 

参
加
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
苗
字
を
挙
げ
て
い
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
出
席
者
の
名
を
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
私
も
手
塚
教
授
と

同
じ
手
法
で
『
佛
国
訴
訟
法
講
義
』
の
中
に
出
て
く
る
設
例
の
一
っ
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

一
四
二
頁
か
ら
一
四
三
頁
に
か
け
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
（
圏
点
筆
者
）

誓
ヘ
ハ
名
村
卜
池
田
卜
被
告
人
ト
ナ
リ
テ
玉
乃
二
呼
出
サ
ル

名
村
ハ
出
席
シ
池
田
盆
成
席
セ
リ

其
時
ハ
名
村
ハ
出
席
ス
ル
故
裁
判
ハ
為
サ
ス
池
田
ハ
闘
席
卜
言
渡
サ
レ
共
二
再
ヒ
呼
出
タ
サ
ル

（中

其
時
池
田
又
闊
席
ヲ
為
ス
其
時
ハ
名
村
ハ
出
席
シ
タ
ル
ユ
ヘ
池
田
モ
共
二
出
席
裁
判
ヲ
言
渡
サ
ル

（
中
略
）

、

、

、

、

、

、

、

、

名
村
出
席
シ
池
田
悶
席
ッ
再
度
ハ
池
田
出
席
シ
名
村
閥
席
ス
ル
ト
モ
同
断
ナ
リ

(20) 

そ
こ
で
、
こ
の
部
分
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
名
村
、
池
田
、
玉
乃
な
る
人
物
が
訴
訟
法
会
議
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、 関

法

五

（
五
八
二
）



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
諧
義
』
に
つ
い
て

五

（五八一―-）

こ
の
約
定
の
結
果
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
司
法
省
法
学
校
の
生
徒
に
対
し
て
講
義
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
訴
訟
法
会
議
の
第
一
回
は
明

、
、
、
、
、
、
、

治
七
年
四
月
十
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
右
の
約
定
の
直
後
に
、
司
法
省
法
学
校
の
生
徒
に
対
す
る
と
は
別
個
の
も
の
と
し
て
並
行

さ
て
次
に
、
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
箕
作
麟
祥
の
訳
し
た
『
佛
蘭
西
法

律
書
訴
訟
法
』
の
訳
語
に
従
っ
て
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
の
概
略
を
見
て
お
こ
う
。
と
い
う
の
は
、
訴
訟
法
会
議
に
あ
っ
て
は
箕

し
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

教
授
ノ
時
間
ハ
毎
日
一
時
半
ト
ス

第
二
条

司
法
卿
閣
下
先
般
日
本
政
府
ノ
用
務
ノ
為
法
学
士
ト
ッ
テ
雇
入
レ
ク
ル
ホ
ワ
ソ
ナ
ー
ト
氏
ヲ
今
般
司
法
省
二
在
ル
法
学
生
徒
ノ
教
師

ト
シ
テ
依
頼
ス

第
一
条

、
、
、
、
、
、

(21)

と
こ
ろ
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
明
治
七
年
―
―
一
月
に
大
木
司
法
卿
と
の
間
で
次
の
約
定
を
と
り
か
わ
し
て
い
る
。

題
と
し
た
い
。

こ
れ
を
向
井
教
授
の
挙
げ
ら
れ
た
人
物
名
と
対
比
す
る
に
、
名
村
は
一
致
す
る
が
、
池
田
と
玉
乃
は
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
、
筆
者
と
し
て
は
、
「
訴
訟
法
会
議
」
の
出
席
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
今
回
は
結
論
を
留
保
し
将
来
の
研
究
課

（
以
下
省
略
）



0
第
十
章

0
第
九
章
訴
訟
ノ
故
障
ヲ
述
フ
ル
事

0
第
八
章

0
第
七
章

0
第
六
章

0
第
五
章
吟
味
ノ
事
、
吟
味
ノ
公
ヶ
ナ
ル
事
、
吟
味
取
締
ノ
規
則

被
告
人
代
言
人
ヲ
任
ス
ル
事
及
ヒ
被
告
人
ノ
答
辮

関
法

第
三
五
巻
第
三
・
四
•
五
号

(22) 

作
訳
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

闘
翻
訴
訟
法
目
次

0
上
篇

裁
判
所
に
於
テ
ノ
訴
訟

第
一
巻
仰
疇
↑
頃
庭
治
安
裁
判
所

（
細
目
省
略
）

0
第
二
巻
畔
疇
四
開
事
畔
下
等
裁
判
所

0
第
一
章
勘
解

0
第
二
章

0
第
三
章

0
第
四
章

初
告
裁
判
所
二
呼
出
ス
事

検
察
官
二
報
告
ス
ル
事

（
和
本
も
参
照
し
た
が
、
こ
こ
で
は
明
治
十
三
年
版
を
引
用
す
る
）

裁
判
役
ノ
評
議
及
ヒ
書
面
二
因
テ
吟
味
ヲ
為
ス
事

裁
判
言
渡
ノ
事

原
告
又
ハ
被
告
ノ
一
方
抗
偉
シ
ク
ル
儘
ニ
テ
裁
判
ヲ
言
渡
ス
事
及
ヒ
其
言
渡
二
付
キ
故
障
ヲ
述
フ
ル
事

（
細
目
省
略
）

書
類
ノ
瞼
員
ヲ
為
ス
事

五
四

（
五
八
四
）



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
に
つ
い
て

0
第
十
一
章

0
第
十
二
章

0
第
十
三
章

0
第
十
四
章

0
第
十
五
章

0
第
二
款

0
第
十
七
章

0
第
十
九
章

0
第
二
十
章

0
第
十
八
章

0
第
一
款

0
第
十
六
章

證
人
吟
味
ノ
事

裁
判
役
自
カ
ラ
訴
訟
ノ
生
シ
ク
ル
地
二
至
リ
テ
検
査
ス
ル
事

黎
定
人
ノ
申
立

附
帯
ノ
訴
訟

附
帯
ノ
訴
訟

他
人
主
ク
ル
訴
訟
二
管
渉
ス
ル
事

訴
訟
ノ
再
起
ス
ル
事
及
ヒ
更
二
代
書
師
ヲ
任
ス
ル
事

本
人
其
代
書
師
及
ヒ
使
吏
ノ
所
為
ヲ
知
ラ
ス
ト
述
フ
ル
事

五
五

数
箇
ノ
裁
判
所
ノ
管
轄
相
燭
ル
4
時
其
中
ノ
一
箇
二
定
ム
可
キ
7
二
付
テ
ノ
訴
訟

裁
判
役
一
方
ノ
者
ノ
親
族
ナ
ル
ニ
付
キ
相
手
方
ョ
リ
他
ノ
裁
判
所
二
訴
訟
ヲ
移
サ
ン
ト
述
フ
ル
事

0
第
二
十
一
章

0
第
二
十
二
章

0
第
二
十
三
章

0
第
二
十
四
章

0
第
二
十
五
章

裁
判
役
二
付
キ
故
障
ヲ
述
フ
ル
事

原
告
人
定
期
ノ
時
間
訴
訟
ヲ
停
止
ス
ル
ニ
因
リ
其
訴
訟
ノ
手
績
ヲ
取
消
卜
為
ス
事

原
告
人
故
ラ
其
證
訟
ヲ
止
ム
ル
事

急
速
吟
味
ノ
法
式

商
法
裁
判
所
ノ
訴
訟

訴
訟
ノ
本
案
二
付
キ
本
人
問
龍
・
ノ
事

書
類
ノ
贋
造
ク
ル

7
ヲ
主
ク
ル
訴
訟
二
添
へ
訴
フ
ル
事

（
五
八
五
）



第
三
五
巻
第
三
・
四
・
五
号

0
第
三
巻
鱈
闘
琵
芦
一
麟
控
訴
院

0
第
一
章
控
訴
及
ヒ
其
手
続裁

判
言
渡
ヲ
取
消
サ
ソ
ト
ス
ル
為
メ
ノ
異
常
の
法
方

自
第
四
百
七
十
四
條

至
第
五
百
十
六
條

0
第
四
巻（

細
目
省
略
）

0
第
五
巻
翡
疇
聾
↓
麟
裁
判
言
渡
ヲ
執
行
フ
事

0
下
篇
種
々
ノ
訴
訟
手
続

0
第
一
巻
鱈
鱈
盆
賛
芦
條

（
細
目
省
略
）

遺
物
相
績
ヲ
始
ム
ル
ニ
付
テ
ノ
手
続

自
第
九
百
七
條

至
千
二
條

0
第
二
巻

（
細
目
省
略
）

自
千
三
條
至

第
千
四
十
二
條

0
第
三
巻

（
中
略
）

闘
麟
訴
訟
法
目
次
終

以
上
が
箕
作
訳
の
概
略
で
あ
る
が
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
典
は
全
体
で
一

0
四
二
条
だ
っ
た
の
で
、
箕
作
は
全
体
を
訳
出
し
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
部
分
的
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
佛
園
訴
訟
法
講
義
』
か
ら
推
察
さ
れ
る
訴
訟
法
会
議
の
状
況
を
以
下
に
見
て
み
よ
う
。

関
法

五
六

（
五
八
六
）



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
諧
義
』
に
つ
い
て

第
一
七
回

第
一
六
回

第
一
五
回

第
一
四
回
日
付
な
し
（
八
一
頁
以
下
）
第
八
三
条
、
第
八
四
条
。

明
治
七
年
六
月
一

0
日
（
七

0
頁
以
下
）
八
三
条
。

第
一
―
一
回

第
一
三
回

明
治
七
年
六
月
五
日
（
六
二
頁
以
下
）
第
七

0
条
、
第
七
一
条
、
第
七
二
条
、
第
七
三
条
、
第
七
四
条
、
第
七
五
条
、
第
八
三
条
。

明
治
七
年
六
月
二

0
日
（
八
九
頁
以
下
）
第
八
五
条
、
第
八
六
条
、
第
八
七
条
、
第
八
八
条
、
第
八
九
条
、
第
九

0
条。

日
付
な
し
（
九
九
頁
以
下
）
第
九
三
条
な
い
し
第
一
―
五
条
、
第
一
三
八
条
、
第
二
二
九
条
、
第
一
四

0
条
、
第
一
四
．
一
条
、
第
一
四
二

条
、
第
一
四
三
条
、
第
一
四
四
条
、
第
一
四
五
条
。

明
治
七
年
七
月
五
日

(
1
0九
頁
以
下
）
第
一
四
一
条
、
第
一
四
二
条
、
第
一
四
六
条
、
第
一
四
七
条
、
第
一
四
八
条
。

第
一
―
回
明
治
七
年
五
月
三

0
日
（
五
五
頁
以
下
）
第
六
九
条
。

第
一

0
回
明
治
七
年
五
月
二
五
日
（
四
七
頁
以
下
）
第
六
九
条
。

第
九
回
明
治
七
年
五
月
―

1
0日
（
四
三
頁
以
下
）
第
六
九
条
。

第

八

回

第

七

回

第

六

回

第
一
―
―
回

明
治
七
年
四
月
一

0
日
（
一
頁
以
下
）
第
五
九
条
。

明
治
七
年
四
月
一
五
日
（
三
頁
以
下
）
第
五
九
条
。

明
治
七
年
四
月
―

1
0日
（
七
頁
以
下
）
第
五
九
条
。

五
七

明
治
七
年
五
月
五
日
(
-
―
―
―
―
頁
以
下
）
第
六
二
条
、
第
六
三
条
、
第
六
四
条
、
第
六
五
条
。

明
治
七
年
五
月
二
珀
か
（
二
九
頁
以
下
）
第
六
五
条
、
第
六
六
条
、
第
六
七
条
、
第
六
八
条
、
第
六
九
条
。

明
治
七
年
五
月
一
五
田
（
三
七
頁
以
下
）
第
六
九
条
。

第
五
回
明
治
七
年
四
月
―
―

10日
（
一
六
頁
以
下
）
第
六
一
条
。

第
四
回
明
治
七
年
四
月
二
五
日

(
1
0頁
以
下
）
第
六

0
条
、
第
六
一
条
。

第

二

回 (23) 

第

一

回

（
五
八
七
）



第
二
八
回

第
二
六
回

第
二

0
回

第
ニ
―
回

第
一
三
回

第
二
三
回

第
二
四
回

第
二
五
回

第
二
七
回

第
二
九
回

第
一
九
回

第
一
八
回

関
法

説
カ
ン
ト
ス
」
と
し
て
、
関
連
の
若
干
の
条
文
を
引
用
。

と
に
関
す
る
説
明
に
続
い
て
、
第
一
七
一
条
、
第
一
七
二
条
。

明
治
七
年
―
二
月
二
五
日
(
-
八

0
頁
以
下
）

条。 第
三
五
巻
第
三
・
四
•
五
号

明
治
七
年
七
月
一

0
日
(
-
―
六
頁
以
下
）
第
一
―
九
条
、
第
―
二

0
条
、
第
一
―
―
一
条
、
第
―
二
九
条
、
第
―
二
二
条
、
第
―
二
三
条
、

第
ー
ニ
四
条
、
第
一
―
一
五
条
、
第
―
二
六
条
、
第
一
二
七
条
、
第
一

1

一
八
条
、
第
一
―
―

-0条。

明
治
七
年
七
月
―
―
一
日
(
―
二
五
頁
以
下
）
第
一
三

0
条
、
第
一
三
一
条
、
第
一
三
二
条
、
第
一
三
三
条
、
第
一
三
四
条
、
第
一
三
五
条
、

第
一
三
六
条
、
第
一
三
七
条
。

(25) 

明
治
七
年
―
一
月
―
―

10日
（
―
-
―
-
三
七
頁
以
下
）
「
訴
訟
ヲ
為
ス
最
中
二
原
告
人
ニ
テ
被
告
人
ノ
財
産
ヲ
抜
カ
サ
ン
ト
ノ
憂
ア
ル
ト
キ
ハ

之
レ
ヲ
裁
判
所
へ
願
ヒ
差
押
ュ
ル
7

ハ
出
来
ヘ
キ
ャ
」
の
説
明
に
続
い
て
、
第
一
四
九
条
、
第
一
五
三
条
、
第
一
五
四
条
。

明
治
七
年
―
二
月
五
日
(
-
四
四
頁
以
下
）
第
一
五
五
条
、
第
一
五
六
条
、
第
一
五
七
条
、
第
一
五
八
条
、
第
一
五
九
条
。

明
治
七
年
一

1

一
月
一
五
日
、

明
治
七
年
―
二
月
一

0
日
(
-
五
三
頁
以
下
）
第
一
六

0
条
、
第
一
六
一
条
、
第
ニ
ハ
ニ
条
。

一
六
一
頁
以
下
）
第
一
五
六
条
、
第
一
六
二
条
、
第
一
六
三
条
、
第
一
六
四
条
、
第
一
六
五
条
、
第
一
六
六

明
治
七
年
―
二
月
―

1
0日
（
一
六
九
頁
以
下
）
第
一
六
六
条
、
第
一
六
七
条
、
第
一
六
九
条
、
第
一
七
〇
条
。

「
過
日
ニ
ッ
ノ
7

二
付
テ
一
ツ
ノ
裁
判
所
ョ
リ
他
ノ
裁
判
所
へ
送
ル
7

ヲ
説
キ
タ
リ
」
こ

明
治
八
年
一
月
一

0
日
（
一
八
五
頁
以
下
）
第
一
七
三
条
、
第
一
七
四
条
。

明
治
八
年
一
月
一
五
日
（
一
九
四
頁
以
下
）
前
回
の
続
き
で
「
今
日
ハ
第
ニ
ノ
猶
豫
ノ
期
限
ヲ
求
ム
ル
所
ロ
ノ
「
ニ
キ
セ
フ
シ
ョ
ン
」
ヲ

明
治
八
年
一
月
二
五
日
(
-
九
七
頁
以
下
）
第
一
八
一
条
、
第
一
八
二
条
、
第
一
八
三
条
。

明
治
八
年

1

一
月
五
日
（
二

0
五
頁
以
下
）
第
一
八
二
条
、
第
一
八
三
条
、
第
一
八
四
条
、
第
一
八
五
条
。

五
八
（
五
八
八
）



ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
に
つ
い
て

明
が
簡
単
に
な
り
、

講
義
さ
れ
た
条
文
を
先
に
掲
げ
た
箕
作
訳
と
対
比
し
て
み
て
頂
き
た
い
。

第
三
八
回

第
三

0
回

第
三
一
回

第
三
二
回

第
三
四
回

第
三
五
回

第
三
七
回

明
治
八
年
二
月
一

0
日
（
ニ
―
二
頁
以
下
）
第
一
八
六
条
、
第
一
八
七
条
、
第
一
八
八
条
、
第
一
八
九
条
、
第
一
九

0
条
、
第
一
九
一
条
、

第
一
九
二
条
。

明
治
八
年
二
月
一
五
日
(

1

1

―
九
頁
以
下
）
「
今
日
ハ
附
帯
卜
諜
シ
タ
ル
所
ロ
ヨ
リ
説
カ
ン
ト
ス
」

明
治
八
年
三
月
五
日
（
二
四

0
頁
以
下
）
「
控
訴
裁
判
所
ノ
7

ヲ
説
カ
ン
ト
ス
」

明
治
八
年
三
月
三

0
日
（
二
四
六
頁
以
下
）
「
控
訴
ノ
手
ッ
4

キ
ノ
ケ
条
二
渉
ル
前
二
控
訴
ノ
原
因
タ
ル
7

ヲ
説
カ
ン
ト
ス
」
、
第
四
四
一
―
―

条
、
第
四
四
四
条
、
第
四
四
五
条
、
第
四
四
六
条
。

(26) 

明
治
八
年
三
月
一
五
日
（

1

1

五
二
頁
以
下
）
「
主
タ
ル
控
訴
卜
附
帯
ノ
控
訴
ノ
7

二
付
少
シ
ク
説
ク
所
ロ
ア
ラ
ン
ト
ス
I

第
四
四
四
条
、

明
治
八
年
三
月
―

-0日
（
二
六

0
頁
以
下
）
第
四
四
八
条
、
第
四
四
九
条
、

条
、
第
四
五
七
条
、
第
四
五
四
条
。

第
四
五

0
条、

五
九

第
四
五
一
条
、

明
治
八
年
三
月
二
五
日
（

1

1

六
九
頁
以
下
）
「
過
日
説
キ
タ
ル
終
審
初
審
ノ
書
キ
誤
リ
ノ
7

二
付
テ
更
二
説
ク
所
ロ
ア
ラ
ン
ト
ス
」
、
第
四

五
八
条
、
第
四
五
九
条
、
第
四
六

0
条
、
第
四
五
四
条
、
第
四
五
六
条
、
第
四
六
一
条
、
第
四
六
二
条
。

（
五
八
九
）

第
四
五
二
条
、

第
四
五
三

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
典
の
講
義
は
以
上
の
ご
と
く
三
八
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

（町）

講
義
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
第
二
巻
下
等
裁
判
所
の
部
分
お
よ
び
第
三
巻
控
訴
院
の
部
分
で
あ
っ
て
全
条
文
の
半
分
に
満
た
な
い
。
さ

さ
ら
に
一
回
の
講
義
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
条
文
数
を
数
え
て
み
る
と
最
初
の
頃
は
一
ケ
条
の
説
明
が
非
常
に
詳
し
く
、
後
に
な
る
ほ
ど
説

一
回
に
と
り
あ
げ
る
条
文
数
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
四
四
五
条
、
第
四
四
六
条
、
第
四
四
七
条
。

第
三
六
回

明
治
八
年
二
月
―

10日
（
ニ
ニ
七
頁
）
第
四
一
三
条
。



さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
次
に
『
講
義
』
の
若
干
の
部
分
を
と
り
あ
げ
て
、

ー
、
ま
ず
、
第
一
回
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
五
十
九
條
に
関
す
る
講
義
か
ら
み
て
み
よ
う
。

第
五
十
九
條
〔
第
一
項
〕
人
櫂
ノ
事
二
付
テ
ハ
被
告
人
其
住
所
ノ
裁
判
所
二
呼
出
サ
ル
ヘ
シ
若
シ
其
住
所
ノ
知
レ
サ
ル
時
ハ
寄
居
ス
ル

地
ノ
裁
判
所
二
呼
出
サ
ル
ヘ
シ

『
講
義
』
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
文
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
参
考
の
た
め
引
用
し
て
お
く
。

A
r
t
.
 5
9
.
 

E
n
 m
a
t
i
e
r
e
 
personnelle, 
le 
d
e
f
e
n
d
e
u
r
 sera 
a
s
s
i
g
n
e
 le 
tribunal 
d
e
 
s
o
n
 
d
o
m
i
c
i
l
e
;
 
s'il 
n'a 
p
a
s
 

d
e
 

(28) 

domiciel, 
d
e
v
a
n
t
 le 
tribunal 
d
e
 sa 
r
e
s
i
d
e
n
c
e
 
••• 

訳
文
は
箕
作
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
（
た
だ
、
末
尾
の
ヘ
シ
の
と
こ
ろ
が
箕
作
訳
で
は
可
シ
と
あ
る
。
そ
の
他
の
条
文
に
つ
い
て
も
こ

の
よ
う
な
相
違
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
）
が
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
慣
用
的
表
現
と
は
、
「
人
櫂
ノ
事
」
、
「
被
告
人
」
、
「
寄
居
ス
ル
」
と

(29) 

い
っ
た
訳
語
が
異
な
る
。
な
か
で
も
「
人
権
ノ
事
」
と
い
う
訳
語
は
奇
異
な
感
じ
は
す
る
が
、

分
二
闘
シ
タ
ル

7
ヲ
云
フ
ニ
ア
ラ
ス
其
ノ
目
的
ノ
人
ニ
ア
ル
ト
物
ニ
ア
ル
ト
ノ
謳
別
シ
ク
ル
名
ナ
リ
」
と
し
て
疑
問
を
解
消
し
て
い
る
。

(30) 

こ
の
条
文
に
該
当
す
る
日
本
の
現
行
民
事
訴
訟
法
の
条
文
の
教
科
書
で
の
説
明
で
は
、
「
公
平
」
と
か
「
便
宜
」
と
い
う
理
由
づ
け
が
な

ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
被
告
人
ヲ
東
京
へ
呼
出
ス
ニ
萬
一
詐
偽
ナ
ル
ト
キ
ハ
被
告
人
二
多
少
ノ
費
ヲ
掛
ル
ナ
リ
依
テ
原
告
人
ノ
方
ョ
リ
被
告
人

。

ニ
ノ

関
法

四
第
三
五
巻
第
三
・
四
•
五
号

「
ク
ト
ヘ
ハ
東
京
人
ニ
テ
長
崎
ノ
人
へ
金
ヲ
貸
シ
ク
リ
ト
訴
フ
モ
ノ
ア
ラ
ソ
ソ
ノ
員
個
知

『
講
義
』
の
冒
頭
に
「
人
櫂
ト
ハ
専
ラ
身

い
か
な
る
講
義
・
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
か
を
検
討
し
て
み
よ

六
〇

（
五
九

0
)



し
た
の
ち
、
も
う
一
っ
別
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

人
ヲ
既
二
東
京
二
呼
出
サ
ル
ヘ
シ

，
ノ
地
へ
往
ク
コ
ト
ニ
ナ
レ
ハ
原
告
人
二
於
テ
右
等
ノ
詐
個
ヲ
言
フ
ヲ
得
ス
被
告
人
モ
無
益
ノ
害
ヲ
蒙
ム
ル
コ
ト
ナ
シ
故
二
被
告
人
ノ
所
ニ

往
ク
ク
コ
ト
ヲ
原
則
卜
極
メ
ク
リ
」
と
い
う
よ
う
に
懇
切
な
説
明
を
与
え
て
お
り
、
彼
が
講
義
を
行
な
う
に
際
し
て
彼
自
身
と
し
て
は
出

来
る
限
り
平
易
に
講
義
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
も
っ
て
臨
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
第
三
回
で
講
義
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
み
て
み
よ
う
。

保
証
ノ
事
二
付
テ
ハ
主
タ
ル
訴
訟
ヲ
ナ
シ
ク
ル
裁
判
所
二
呼
出
サ
ル
ヘ
シ
。

E
n
 m
a
t
i
e
r
e
 
d
e
 garantie, 
d
e
v
a
n
t
 le 
j
u
g
e
 
ou la 
d
e
m
a
n
d
e
 
sera 
p
e
n
d
a
n
t
e
.
 

六

こ
の
第
三
回
の
講
義
は
、
「
此
條
ハ
甚
夕
六
ヶ
シ
キ
所
ロ
ナ
リ
先
ッ
保
証
ノ
事
柄
ヲ
説
カ
ン
」
と
い
う
言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
ま

債
主
東
京
ニ
ア
リ
保
証
人
モ
亦
東
京
ニ
ア
リ
負
債
主
ハ
西
京
ニ
ア
リ
其
ノ
時
債
主
ニ
テ
便
利
ノ
為
メ
保
證
人
ヲ
相
手
取
リ
テ
訴
フ
ル

片
ハ
保
証
人
ニ
テ
ハ
負
債
主
ヲ
呼
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
是
二
於
テ
負
債
主
ハ
保
証
ノ
為
メ
東
京
裁
判
所
へ
呼
出
サ
ル
ヘ
シ

本
則
ナ
レ
ハ
原
告
人
ハ
負
債
主
ノ
西
京
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
西
京
ノ
裁
判
所
二
訴
フ
ヘ
キ
7
ナ
レ
圧
其
ノ
主
ク
ル
訴
訟
ハ
債
主
ョ
リ
保
証

こ
の
具
体
例
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
私
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
の
だ
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
こ
の
具
体
例
に
つ
い
て
補
足
的
説
明
を

甲
ニ
テ
乙
ノ
家
ヲ
買
フ
故
二
其
家
ノ
主
卜
思
フ
然
ル
ニ
丙
ノ
一
人
来
リ
テ
我
レ
主
ナ
リ
ト
云
フ
テ
其
ノ
取
戻
シ
ヲ
訴
フ
之
レ
ハ
物
櫂

ニ
付
其
物
件
所
在
ノ
裁
判
所
二
訴
フ
ナ
リ
其
ノ
時
買
主
一
人
ニ
テ
勝
タ
ハ
宜
シ
若
シ
一
人
ニ
テ
勝
ク
サ
ル
ノ
見
込
ア
ル
片
ハ
元
ト
ノ

賣
リ
主
ヲ
其
裁
判
所
二
呼
寄
セ
防
禦
ヲ
為
サ
シ
ム
之
レ
保
証
ナ
リ
其
時
元
賣
主
買
主
二
封
シ
其
訴
ヘ
ヲ
救
フ

7
ヲ
得
サ
ル
片
ハ
裁
判

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
諧
義
』
に
つ
い
て

ず
保
証
と
は
何
か
の
説
明
を
し
た
の
ち
、
次
の
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。

第
五
十
九
條
第
八
項

（
五
九
一
）



答 問 答 問
ル
片
ハ
ニ
重
二
返
シ
タ
ル
分
ハ
取
戻
シ
ハ
出
来
ル
ヤ

フ

第
三
五
巻
第
一
―
-
•
四
・
五
号

0

五
九
二
）

所
ニ
テ
元
償
ヲ
返
ス
ヘ
シ
ト
言
渡
ス
ヘ
シ
此
裁
判
二
付
テ
買
人
ノ
負
ヶ
ト
ナ
リ
買
ヒ
タ
ル
家
ヲ
他
ノ
一
人
二
渡
ス

7
ニ
ナ
ル
之
レ
ニ

テ
一
卜
裁
判
清
ム
ナ
リ
然
ル
後
其
家
ノ
元
債
ヲ
賣
主
ョ
リ
取
戻
ス

7
ヲ
訴
フ
此
時
ハ
人
櫂
ノ
本
則
ニ
ョ
リ
賣
主
住
所
ノ
裁
判
所
へ
訴

こ
の
具
体
例
は
比
較
的
理
解
の
容
易
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
三
回
の
講
義
の
こ
の
部
分
は
、
管
轄
と
保
証
が
主

題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

切
リ
ニ
テ
清
ム
ナ
リ

と
こ
ろ
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
説
明
は
一
転
し
て
別
の
方
向
に
向
か
う
。

前
文
ノ
場
合
二
於
テ
買
主
ニ
テ
賣
主
ヲ
呼
ハ
ス
シ
テ
訴
ヲ
ナ
ス
如
キ
ハ
無
用
心
ノ
甚
シ
キ
ア
リ
萬
一
其
所
負
ヶ
タ
ル
後
売
主
ニ
テ
何

故
我
ヲ
呼
ハ
サ
ル
ヤ
我
レ
ニ
證
書
ア
リ
我
ヲ
呼
ヘ
ハ
負
ヶ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
今
二
至
リ
テ
ハ
我
レ
ハ
開
セ
ス
ト
云
フ
片
ハ
此
訴
訟
ハ
其
レ

こ
の
説
明
は
本
題
と
全
く
無
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
契
機
に
次
の
よ
う
な
問
答
の
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

負
債
主
既
二
借
用
金
ヲ
返
シ
タ
ル
後
其
受
取
書
ヲ
失
フ
タ
ル
片
債
主
ニ
テ
未
夕
之
ヲ
受
取
ラ
サ
ル
旨
ヲ
申
立
更
二
貸
金
取
戻
ノ
訴

ヲ
為
ス
其
ノ
時
受
取
書
ナ
キ
ニ
ョ
リ
負
債
主
ニ
テ
負
ヶ
ト
ナ
リ
一
旦
裁
判
演
｀
｀
、
タ
ル
上
後
日
二
至
リ
負
債
主
其
ノ
受
取
ヲ
見
出
ッ
タ

既
二
裁
判
所
ニ
テ
裁
判
ヲ
為
ッ
タ
ル
上
ハ
之
レ
ヲ
取
上
ヶ
ス
一
旦
裁
判
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
再
ヒ
取
上
ク
ル
時
ハ
裁
判
轄
轍
シ
テ
其
ノ

櫂
ナ
シ
ト
ス
但
一
方
ノ
者
其
不
正
ナ
ル

7
ヲ
知
ッ
テ
之
レ
ヲ
返
ス
時
ハ
格
別
ナ
リ
之
レ
ヲ
自
然
ノ
義
務
卜
云
フ

日
本
ニ
テ
ハ
後
二
證
ヲ
見
出
シ
タ
ル
片
ハ
幾
度
ニ
テ
モ
裁
判
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
其
ノ
得
失
イ
カ
4

左
様
ニ
テ
ハ
一
時
椴
ノ
裁
判
卜
云
フ
モ
ノ
ナ
リ
證
ノ
出
ル
毎
二
取
揚
ル

7

ニ
テ
ハ
裁
判
／
止
ム
時
ナ
シ
故
二
佛
ニ
テ
ハ
取
揚
ヶ
ス

然
レ
圧
一
旦
裁
判
演
タ
ル
後
更
二
證
ヲ
出
シ
裁
判
取
消
ヲ
願
フ

7

ハ
凡
十
ケ
條
ア
リ
〔
四
百
八
十
条
ヲ
見
合
七
ヘ
シ
〕
前
文
ノ
如
キ

関
法

ノ‘



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
に
つ
い
て

六

書
キ
取
ル
事
ナ
シ

宣
誓
を
す
る
か
ど
う
か
を
問
う
た
後
の
こ
の
圏
点
部
分
が
い
か
に
も
実
際
的
な
疑
問
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
の

（
五
九
三
）

問
裁
判
官
ニ
テ
原
被
ノ
申
立
ヲ
以
テ
ソ
ノ
理
非
ヲ
辮
別
シ
テ
裁
判
ヲ
ナ
ス
ニ
後
二
至
リ
原
被
ニ
テ
左
様
ノ
コ
ト
ハ
云
＾
ス
ト
云
ヒ
ク

、
、
、
、
、
、
、

ラ
バ
如
何
ス
ル
ヤ
（
圏
点
筆
者
）

答 問 答
佛
ニ
テ
ハ
ナ
シ
英
ニ
テ
ハ
薔
習
ニ
ョ
リ
テ
ア
ル
コ
ト
モ
ア
リ

問
英
ニ
テ
＾
誓
ア
リ
仏
ニ
テ
ハ
ナ
キ
ャ

答 問 思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
問
答
で
あ
っ
た
が
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
み
れ
ば
、
誠
に
興
味
深
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
け
だ
し
、

「
既
判
力
」
と
か
「
一
事
不
再
理
」
と
か
「
再
審
」
と
か
と
い
っ
た
用
語
を
用
い
て
、
も
っ
と
概
念
的
な
議
論
を

3
、
右
の
問
答
を
み
れ
ば
、
受
講
す
る
者
の
側
の
姿
勢
と
し
て
、
実
際
に
自
分
た
ち
が
裁
判
に
か
か
わ
っ
た
時
に
生
ず
る
あ
ろ
う
問
題

の
解
決
に
主
た
る
関
心
の
あ
る
こ
と
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
『
講
義
』
に
あ
ら
わ
れ
る
そ
の
ほ
か
の
問
答
に
あ

っ
て
も
同
様
の
問
題
志
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

イ
、
第
一
六
回
に
法
廷
で
の
手
続
の
進
め
方
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
講
義
し
て
い
る
そ
の
際
の
問
答
で
あ
る
。

裁
判
席
ニ
テ
原
被
ニ
テ
申
立
ヲ
ナ
ス
ニ
神
二
誓
ヒ
テ
後
申
立
ツ
ル
ヤ

誓
ヒ
ヲ
ナ
ス

7
ナ
シ

申
立
ヲ
書
記
ニ
テ
書
キ
取
ル
ヤ

展
開
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
で
あ
れ
ば
、

ハ
十
ヶ
條
ノ
内
二
入
ラ
ス



答 問 答

ハ
ス
ト
云
ヒ
タ
ル
ト
キ
ハ
如
何
ス
ル
ヤ

問
で
あ
る
が
、

第
三
五
巻
第
三
・
四
•
五
号

そ
の
解
答
は
見
方
に
よ
れ
ば
意
地
悪
な
も
の
で
あ
る
と
う
け
と
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
五
九
四
）

代
書
師
ニ
テ
見
込
｀
｀
ヽ
ヲ
付
ヶ
始
末
書
ヲ
出
ス
故
二
裁
判
席
ニ
テ
ハ
原
被
代
書
ョ
リ
何
事
ヲ
云
フ
ト
モ
聯
ヵ
闊
係
ス
ル

7
ナ
シ

民
事
ノ
訴
訟
二
於
テ
本
人
ノ
出
席
ス
ル

7

ハ
殆
ン
ト
之
レ
ナ
シ
雙
方
ノ
代
書
師
ニ
テ
問
答
ス
ル
ノ
ミ
稀
レ
ニ
本
人
ヲ
呼
ヒ
出
ス

7
ア

代
書
師
ハ
見
込
ヲ
付
ケ
ル
マ
テ
ニ
テ
代
言
人
之
レ
ヲ
論
辮
ス
ル
ナ
リ
其
代
言
人
ニ
テ
不
足
卜
思
フ
ト
キ
ハ
裁
判
官
ノ
見
込
ニ
ヨ
リ
本

裁
判
官
へ
出
ス
書
付
ヶ
ノ
残
ル
モ
ノ
ハ
此
書
付
ノ
ミ
ナ
リ
代
言
人
ナ
シ
ニ
本
人
ノ
出
席
ス
ル
モ
其
口
上
ハ
書
付
ニ
シ
テ
残
サ
ス
裁
判

官
ノ
見
込
ヲ
以
テ
別
段
二
呼
ヒ
出
ス
時
ハ
其
口
上
ヲ
書
キ
留
メ
ニ
ナ
シ
残
ル
ナ
リ

お
そ
ら
く
は
質
問
者
の
意
図
に
反
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
解
答
に
対
し
て
、
質
問
者
が
さ
ら
に
食
い
下
が
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
問
答

と
な
っ
た
。代

書
師
ニ
テ
見
込
ヲ
立
タ
ル
ニ
付
代
言
人
ニ
テ
之
レ
ヲ
辮
論
シ
タ
ル
後
裁
判
言
渡
ト
ナ
リ
タ
ル
ト
キ
代
言
人
ニ
テ
左
様
ナ
7

ハ
云

代
言
人
ノ
云
ヒ
タ
ル
事
二
付
キ
裁
判
ニ
テ
君
ハ
此
事
ヲ
云
ヒ
タ
ル
ヤ
ト
問
フ

7

ハ
絶
テ
ナ
シ
故
二
代
言
人
モ
私
ハ
云
ハ
ス
ト
云
フ

事
ナ
キ
ナ
リ

代
言
人
ハ
云
ヒ
サ
ヘ
ス
レ
ハ
夫
レ
マ
テ
ナ
リ
間
違
ヒ
ノ
出
ツ
ル
ハ
代
書
師
ニ
ア
リ

元
ョ
リ
代
言
人
ノ
云
フ

7

ハ
其
時
ニ
テ
消
ュ
ル
ナ
ラ
ハ
書
類
ニ
テ
演
ム
ヘ
シ
代
言
人
ヲ
用
ュ
ル
ハ
何
ノ
為
ソ
ヤ

何
月
何
日
ノ
期
限
ヲ
過
キ
タ
ル
ニ
付
キ
又
ハ
云
々
二
付
キ
返
辮
ヲ
責
ム
ル
等
穂
テ
書
面
ニ
テ
分
明
ナ
レ
圧
書
面
ニ
テ
ハ
充
分
セ
サ

人
ヲ
呼
出
ス

7
ア
リ
其
時
ハ
其
申
立
ヲ
書
ク
ナ
リ

リ
其
ノ
時
ハ
其
ノ
ロ
上
ヲ
書
ク
ナ
リ

関
法

六
四



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
に
つ
い
て

問
右
ノ
場
合
二
於
テ
裁
判
所
ニ
テ
氣
ノ
付
カ
サ
ル
ト
キ
ハ
如
何

間
違
ヲ
書
キ
替
ュ
ル

7

ハ
無
キ
モ
ノ
ナ
レ
圧
時
ニ
ョ
リ
ア
ル
ナ
リ

（
以
下
省
略
）

右
の
問
答
の
質
問
者
の
真
意
は
、
当
事
者
あ
る
い
は
代
言
人
が
前
言
を
翻
し
た
場
合
に
ど
う
処
置
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
実
践
的
な
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
「
当
事
者
」
、
「
代
書
師
」
、
「
代
言
人
」
の
役
割
の
説
明
に
重
点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
結

局
の
と
こ
ろ
質
問
者
は
充
分
な
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

ロ
、
第
二
五
回
で
管
轄
違
い
に
関
す
る
講
義
が
な
さ
れ
た
が
そ
こ
で
も
興
味
深
い
問
答
が
見
ら
れ
る
。

(32) 

原
告
人
ニ
テ
被
告
人
ヲ
相
嘗
ノ
裁
判
所
へ
呼
出
サ
ス
ニ
他
ノ
裁
判
所
二
訴
へ
出
タ
ル
ト
キ
故
障
ヲ
云
ハ
サ
ル
ヲ
以
既
二
裁
判
ヲ
仕
掛

之
レ
一
事
件
二
ニ
ッ
裁
判
所
へ
訴
フ
ル
場
合
ナ
リ
此
時
ハ
故
障
ヲ
述
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ソ
ノ
故
障
ハ
何
時
二
述
フ
ル
ト
ナ
ル
ニ
法
律

元
ト
ヨ
リ
一
事
件
ヲ
ニ
ッ
ノ
裁
判
所
二
訴
フ
ル
ハ
人
民
公
益
ノ
害
ト
ナ
ル
事
ュ
ヘ
成
リ
丈
ヶ
防
カ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
伺
テ
前
二
云
フ
如

ク
原
被
告
人
並
二
検
事
ニ
テ
訴
ヘ
テ
宜
シ
カ
ル
ヘ
ッ
萬
一
此
三
人
ノ
言
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ニ
テ
言
渡
ッ
テ
ョ
ロ
シ
ト
思
フ
ナ
リ

故
障
ヲ
云
フ
時
間
ハ
始
メ
訴
ノ
起
ル
ヨ
リ
裁
判
ノ
終
ル
マ
テ
ハ
述
テ
苦
シ
カ
ラ
ス
ト
思
フ
ナ
リ

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
こ
の
説
明
に
対
し
、
素
朴
で
は
あ
る
が
実
際
的
な
次
の
よ
う
な
問
答
が
交
さ
れ
た
。

一
於
テ
ハ
＿
ツ
モ
其
時
ヲ
言
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
シ

ケ
タ
リ
然
ル
ニ
原
告
人
ニ
テ
更
二
相
常
ノ
裁
判
所
へ
訴
ヘ
タ
リ

ま
ず
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
管
轄
違
い
に
関
す
る
説
明
を
す
る
。

ル
ユ
ヘ
ソ
ノ
書
面
ヲ
繹
キ
ア
カ
ス
為
メ
ニ
代
言
人
ヲ
用
ュ
ル
ナ
リ

六
五

（
五
九
五
）



案
ス
ル
ニ
之
レ
ハ
悪
シ
キ
7
卜
思
フ
ナ
リ

既
ニ
―
ッ
ノ
裁
判
所
ニ
テ
裁
判
ヲ
仕
掛
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
此
裁
判
所
へ
訴
ヘ
テ
束
リ
タ
ル
ト
キ
裁
判
所
ニ
テ
氣
ノ
付
キ
タ
ル
ト
キ
ハ

其
裁
判
所
ノ
始
マ
リ
居
ル
モ
ノ
ヘ
牽
連
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
説
カ
ン
ト
ス
…
…

は
た
し
て
質
問
者
は
納
得
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
は
な
は
だ
疑
問
な
き
を
得
な
い
の
で
は
あ
る
が
、

え
て
み
る
に
、

第
三
五
巻
第
一
―
-
•
四
・
五
号

で
き
る
限
り
平
明
に
、

し
か
し
な
が
ら
訴
訟
法
理
論
の
重
要
な
る
論
点
を
限
ら
れ
た
時
間
内
ー
一
回
の
諧
義
が
何
時
間

で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
1

に
、
凝
縮
し
て
説
明
し
つ
く
し
た
い
と
の
考
え
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

い
。
内
容
は
上
訴
に
関
わ
る
。
（
第
三
十
五
回
ー
ー
ニ
四
六
頁
以
下
）

初
告
裁
判
所
ノ
裁
判
官
ノ
至
ッ
テ
賢
明
ナ
ル
裁
判
ニ
モ
セ
ョ
更
二
上
等
ノ
裁
判
官
ナ
ラ
ハ
亦
タ
一
層
ノ
明
裁
判
ナ
ラ
ン
ト
望
ム
ハ
之

レ
人
間
ノ
常
態
ナ
リ

佛
ノ
諺
二
通
常
ノ
裁
判
二
於
テ
負
ヶ
タ
ル
モ
ノ
ハ
不
平
ノ
色
ア
リ
ト
云
フ
ナ
リ

ソ
ノ
間
ハ
ニ
十
四
時
間
ナ
リ
之
レ
ヲ
過
ク
レ
ハ
少
シ
ク
心
思
静
定
ス
ル
ノ
意
ア
リ

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
側
に
立
っ
て
考

之
レ
ハ
今
日
ノ
諺
ナ
リ
併
シ
之
ナ
ヲ
裁
判
官
ノ
面
前
ニ
テ
云
フ
ト
キ
ハ
裁
判
官
ヲ
罵
言
ス
ル
ノ
罪
二
該
ル(33) 

一
ッ
ノ
控
訴
ヲ
為
ス
ノ
椛
ア
リ
テ
上
等
ノ
裁
判
所
二
訴
ヘ
テ
前
裁
判
ノ
不
足
ヲ
補
フ
ハ
善
キ
ヤ
悪
ッ
キ
ャ

ハ
、
も
う
一
っ
問
答
が
出
て
く
る
例
を
み
て
み
よ
う
。

問
答
は
短
い
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
前
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
説
明
が
興
味
深

と
な
っ
て
い
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
解
答
は
続
い
て

直
チ
ニ
ソ
ノ
仕
掛
ケ
タ
ル
裁
判
所
へ
移
ス
ナ
リ

答

関
法

六
六

（
五
九
六
）



答

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
諧
義
』
に
つ
い
て

ナ
キ
7
ト
ナ
ル
ヘ
キ
ナ
レ
斥
立
法
官
ハ
其
邊
注
意
ナ
カ
リ
ジ
ナ
ル
ヘ
シ

問
こ
れ
に
続
い
て
次
の
問
答
が
か
わ
さ
れ
た
。

ハ
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ヘ
シ

幸
ニ
ッ
テ
多
キ
富
者
ハ
幸
ナ
リ

六
七

縦
令
ハ
裁
判
所
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
ヒ
テ
初
告
裁
判
所
ヲ
立
テ
タ
リ
初
告
裁
判
所
ハ
信
用
ナ
ラ
ス
ト
シ
テ
控
訴
裁
判
所
ヲ
立
テ
タ

此
初
告
裁
判
所
ハ
此
ノ
如
ク
信
用
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
信
用
ナ
ル
ヘ
キ
控
訴
裁
判
所
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
立
テ
タ
ラ
ハ
ヨ
ロ
シ
キ
ニ
ア

(34) 

千
四
百
九
十
九
「
フ
ラ
ン
ク
」
マ
テ
又
千
五
百
「
フ
ラ
ン
ク
」
マ
テ
控
訴
ヲ
為
ス

7
ヲ
得
ス
千
五
百
「
フ
ラ
ン
ク
」
ョ
リ
以
上
ノ
モ

ノ
ハ
控
訴
ヲ
為
ス

7
ヲ
得
ル
ト
ハ
幸
不
幸
ア
リ
且
ッ
ソ
ノ
金
額
ノ
少
ナ
キ
ハ
貧
人
ナ
リ
多
キ
ハ
富
人
ナ
リ
金
額
ノ
少
ナ
キ
貧
者
ハ
不

と
い
っ
た
よ
う
な
興
味
あ
る
説
明
を
以
下
棲
纏
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

以
上
ノ
論
ハ
ア
リ
ト
雖
茫
欧
洲
一
般
ニ
テ
ハ
初
告
裁
判
所
ニ
テ
不
服
ナ
ル
ト
キ
ハ
控
訴
セ
シ
ム
ル
ヲ
通
例
ト
ス

併
シ
適
理
に
於
テ
ハ
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ス
ト
思
フ
ナ
リ
今
日
ノ
執
行
ス
ル
所
ロ
ハ
控
訴
裁
判
所
ニ
テ
初
告
裁
判
所
卜
同
シ
キ
ト
モ
違
フ
ト

モ
控
訴
裁
判
所
ノ
裁
判
ヲ
以
テ
確
定
ナ
リ
ト
ス
逍
理
二
於
テ
ハ
如
何

案
ス
ル
ニ
―
州
毎
二
五
人
ノ
裁
判
官
ヲ
置
キ
テ
其
法
律
ノ
不
申
明
ナ
ル

7

二
付
テ
ハ
大
審
院
ニ
テ
之
レ
ヲ
検
査
ス
ル

7
卜
為
シ
タ
ラ

千
五
百
「
フ
ラ
ン
ク
」
以
上
以
下
ヲ
以
テ
櫂
限
ヲ
定
メ
タ
ル
ソ
ノ
道
理
は
如
何

瑣
細
ノ

7
ハ
許
サ
ス
ト
為
ッ
タ
ル
ハ
ソ
ノ
繁
雑
ヲ
イ
ト
フ
ユ
ヘ
ナ
リ
ソ
ノ
肝
要
不
肝
要
ハ
ソ
ノ
貧
富
ニ
ョ
リ
テ
立
ツ
ル
ト
キ
ハ
弊

ラ
ス
ヤ

リ

（
五
九
七
）



容
の
講
義
が
な
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
た
。

五

如
ツ
負
ヶ
タ
ル
ト
キ
ハ
致
シ
方
ナ
シ

第
三
五
巻
第
三
•
四
・
五
号

何
ト
ナ
レ
ハ
千
圃
ノ
訴
訟
二
千
園
ノ
入
費
ヲ
掛
ヶ
ク
レ
ト
モ
勝
チ
ク
ル
ト
キ
ハ
入
費
ヲ
井
セ
テ
先
方
ョ
リ
之
レ
ヲ
取
ル
ナ
リ

こ
の
回
の
問
答
は
こ
れ
に
て
終
っ
て
い
る
。
こ
の
解
答
も
、
質
問
者
に
と
っ
て
は
難
解
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
の
成
立
の
由
来
、
お
よ
び
、
質
疑
応
答
の
含
ま
れ
た
個
所
を
中
心
に
、

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
、

で
き
る
限
り
平
易
に
、
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
は
正
確
に
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が

わ
れ
る
一
方
、
受
講
者
の
側
の
非
常
な
熱
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
の
訴
訟
法
の
知
識
の
不
足
か
ら
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
彼
ら
の
間
で

そ
の
時
点
で
は
十
分
な
疎
通
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

(36) 

し
か
し
、
出
版
さ
れ
た
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
は
多
く
の
人
々
に
参
考
書
と
し
て
利
用
さ
れ
、
急
速
に
発
展
し
て
ゆ
く
法
律
学
、
あ
る

(37) 

い
は
立
法
作
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
私
は
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

(38) 

三
ヶ
月
教
授
が
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
財
産
差
押
法
草
案
は
、
…
…
そ
の
当
時
の
日
本
人
の
法
律
的
思
考
に
、
衝
撃
的
と
も
い
え
る
程
の

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
遂
に
流
産
に
終
っ
て
、
や
が
て
、
全
く
の
忘
却
の
彼
方
へ
と

押
し
流
さ
れ
て
行
っ
た
過
程
は
、
そ
の
ま
ま
、
日
本
法
の
辿
っ
た
大
き
な
遍
歴
の
縮
図
で
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
に
そ

併
シ
之
レ
ハ
我
力
意
ニ
ハ
反
ス
ル
ナ
リ

尤
モ
願
ヒ
高
ョ
リ
ハ
入
費
ノ
多
ク
ナ
ル
弊
ヲ
矯
メ
ク
ル
ナ
リ

関
法

六
八

（
五
九
八
）

い
か
な
る
内



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
に
つ
い
て

六
九

(39) 

の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
作
成
し
た
「
訴
訟
法
草
案
」
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
い
得
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
初
期
に
、
「
民
法
会
議
」
「
訴
訟
法
会
議
」
あ
る
い
は
司
法
省
法
学
校
に
お
い
て
、

に
、
お
そ
ら
く
は
初
め
て
欧
米
の
法
律
学
の
技
術
を
習
得
し
た
数
多
く
の
人
々
は
、

あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
法
か
ら
ド
イ
ッ
法
へ
の
大
転
換
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
明
治
以
前
の
わ
が
国
の
法
律
学
と
は
異
な
る
体
系
を
教
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

は
か
り
知
れ
ぬ
程
の
素
養
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
訴
訟
法
会
議
」
な
ら
び
に
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
の
存
在
は
注
目
す
べ
き
も
の
で

(

1

)

石
田
穣
「
法
典
編
纂
と
近
代
法
学
の
成
立
」
（
『
民
法
学
の
基
礎
』
所
収
）
は
、
「
従
来
、
我
国
に
お
け
る
法
典
編
纂
や
法
律
学
の
生
成
に
関
す

る
歴
史
的
研
究
は
、
主
と
し
て
法
史
学
者
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
、
法
解
釈
学
者
の
関
与
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
我
国
の
法

解
釈
学
が
、
専
ら
法
文
の
ド
グ
マ
的
解
釈
、
構
成
に
没
頭
し
て
き
た
こ
と
の
裏
返
し
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
法
典
編
纂
や
法
律
学
の
生
成
に
関

す
る
歴
史
的
研
究
は
、
法
文
の
ド
グ
マ
的
解
釈
、
構
成
に
と
っ
て
不
必
要
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
そ
の
確
固
た
る
基
礎
を
築
く
う
え
に
不

可
欠
の
作
業
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
法
解
釈
自
体
の
社
会
科
学
化
の
た
め
に
も
必
須
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
」
（
一
九
五
頁
）
と
言
わ
れ
る
。

(

2

)

そ
の
研
究
の
結
果
、
例
え
ば
、
北
川
善
太
郎
『
日
本
法
学
の
歴
史
と
理
論
』
が
示
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
命
題
が
、
ー
ー
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
も

の
で
あ
る
に
せ
よ
、
同
じ
で
あ
る
に
せ
よ
ー
何
ら
か
の
形
で
民
事
訴
訟
法
学
に
つ
い
て
も
得
ら
れ
れ
ば
、
目
的
の
一
っ
は
達
せ
ら
れ
た
と
考
え

て
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
「
…
こ
の
作
業
は
同
時
に
、
学
説
継
受
期
が
わ
が
国
に
お
け
る
民
法
学
の
生
成
期
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
も

っ
と
も
、
そ
れ
以
前
の
、
民
法
典
制
定
前
後
に
お
い
て
も
、
民
法
学
と
称
し
う
る
も
の
が
な
か
っ
た
と
い
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
こ
の
点
の
立
ち
入
っ
た
分
析
を
直
接
に
は
目
的
と
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
が
わ
が
法
学
の
か
か
え
て
い
る
重
要
な
一
課
題
で
あ
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
少
な
く
と
も
、
今
日
の
日
本
民
法
学
の
原
型
は
、
か
か
る
時
代
の
民
法
学
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
こ

で
学
説
継
受
と
呼
ん
で
い
る
法
現
象
、
民
法
典
制
定
後
の
ド
イ
ツ
民
法
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
の
従
来
の
法
理
論
の
置
換
作
用

の
結
果
誕
生
す
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
私
は
、
学
説
継
受
期
を
わ
が
民
法
学
の
生
成
期
と
評
価
す
る
」
（
ー
ニ
頁
）

(

3

)

司
法
制
度
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
三
ヶ
月
章
「
日
本
近
代
法
史
1

司
法
制
度
」
（
民
事
訴
訟
法
研
究
第
七
巻
二
三
九
頁
以
下
）
の
二

（
五
九
九
）

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
か
ら
直
接



関
法

第
三
五
巻
第
三
•
四
・
五
号

四
一
二
頁
・
ニ
四
四
頁
を
参
照
せ
よ
。

(
4
)

教
科
書
的
な
概
説
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
兼
子
一
『
民
事
訴
訟
法
体
系
』
五
八
頁
以
下
、
石
井
良
助
編
『
体
系
日
本
史
叢
書
4
・
法
制
史
』
―
―
―

0
九
頁
以
下
等
が
存
在
す
る
。

(

5

)

最
近
の
も
の
と
し
て
、
北
川
・
前
掲
書
、
石
田
・
前
掲
論
文
や
星
野
英
一
「
日
本
民
法
学
史
①

t
④
」
月
刊
法
学
教
室
第
八
号
2
第
一
―
号
等

が
存
在
す
る
の
で
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

6

)

星
野
・
前
掲
「
日
本
民
法
学
史
①
」
四
二
頁
注
(

2

)

に
よ
れ
ば
、
同
書
に
は
「
か
な
り
の
欠
落
が
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
民
事
訴
訟
法
関
連
書
が
出
版
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

(

7

)

例
え
ば
、
関
西
大
学
図
書
館
の
蔵
書
の
な
か
に
、
関
西
法
律
学
校
の
朱
印
が
お
さ
れ
、
井
上
教
師
寄
附
と
墨
書
さ
れ
た
全
四
冊
の
井
上
操
著

『
民
事
訴
訟
法
述
義
』
（
明
治
二
四
年
か
ら
明
治
二
五
年
に
か
け
て
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
冊
の
末
尾
に
は
、
出
版
所
で
あ
る

岡
島
賓
文
館
の
次
の
よ
う
な
宜
伝
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
民
事
訴
訟
法
ハ
民
法
ヲ
運
用
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
施
行
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
質
ニ

本
年
一
月
一
日
二
在
リ
故
二
質
務
二
営
ル
裁
判
官
代
言
人
書
記
公
證
人
執
達
吏
及
ヒ
法
学
生
ハ
勿
論
一
般
人
民
卜
雖
モ
須
曳
モ
忽
諸
二
付
ス
ヘ
力

ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
吾
人
ノ
身
騰
財
産
ノ
保
護
ヲ
受
ク
ヘ
キ
貴
重
ノ
法
典
二
封
シ
世
間
未
夕
完
全
ノ
著
書
ナ
キ
ハ
夙
二
世
人
ノ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ

本
館
幸
二
今
般
法
律
学
士
井
上
操
先
生
の
親
稿
ヲ
懇
請
シ
テ
出
版
ス
ル
ノ
榮
ヲ
得
タ
リ
夫
レ
先
生
ノ
法
學
社
會
二
在
リ
テ
獨
特
ノ
盤
務
ア
ル
コ
ト

敢
テ
本
館
ノ
喋
々
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
諸
君
ノ
知
ラ
ル
、
所
殊
二
先
生
ハ
多
年
大
阪
控
訴
院
ノ
民
事
局
長
及
ヒ
民
事
部
長
ト
シ
テ
大
二
此
途
二
経
験
ア

リ
故
二
其
所
説
ハ
學
理
卜
賓
際
ト
ヲ
兼
ネ
テ
遣
漏
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
一
タ
ヒ
之
ヲ
播
ヶ
ハ
忽
チ
ニ
シ
テ
法
理
二
正
麦
表
裏
ア
リ
テ
訴
訟
二
虚
賓
正
奇

ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ン
諸
君
請
フ
一
讀
シ
テ
其
員
味
ヲ
知
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」
）
が
あ
る
。
こ
の
井
上
操
は
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
直
接
フ
ラ
ン
ス
法
を
学
ん

だ
人
物
で
あ
る
（
手
塚
豊
「
司
法
省
法
学
校
小
史
(

1

)

」
法
学
研
究
四

0
巻
六
号
七
五
頁
）
で
あ
る
が
、
ド
イ
ッ
法
系
に
属
す
る
民
事
訴
訟
法

典
（
兼
子
・
前
掲
民
事
法
研
究
第
二
巻
一
九
頁
）
を
前
に
し
て
、
裁
判
官
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
い
か
な
る
解
釈
論
を
展
開
し
て
い
る
か
を
分
析

し
て
み
る
こ
と
な
ど
も
興
味
深
い
研
究
テ
ー
マ
の
―
つ
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

(

8

)

三
ヶ
月
教
授
は
、
「
原
名
ヲ
『
エ
レ
マ
ン
、
ド
、
プ
ロ
セ
ヂ
ウ
ル
、
シ
ウ
ィ
ル
』
卜
云
ヒ
千
八
百
千
十
三
年
刊
行
仏
国
巴
里
府
法
律
博
士
『
ニ

ヅ
ウ
ァ
ー
ル
、
ボ
ニ
ヱ
ー
』
氏
ノ
著
述
セ
シ
モ
ノ
」
の
翻
訳
書
で
あ
る
司
法
省
蔵
版
『
仏
国
訴
訟
法
原
論
』
（
報
告
社
翻
刻
）
な
る
書
物
が
、
本

文
の
『
佛
国
訴
訟
法
講
義
』
に
く
ら
べ
る
と
、
「
そ
の
背
景
に
あ
る
法
律
制
度
一
般
の
理
解
も
、
又
訴
訟
法
上
の
術
語
に
つ
い
て
の
訳
語
の
選
択

も
、
格
段
の
前
進
と
深
ま
り
を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
」
と
い
う
か
た
ち
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
三
ヶ
月
、
前
掲
民
事

七
〇

（六

0
0
)



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
に
つ
い
て

七

（六

0
I

)

 

訴
訟
法
研
究
第
六
巻
一
六
二
頁
注
(

1

)

）
。
た
だ
同
教
授
が
二
二

0
頁
注
（
四
）
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
四
六
八
頁
に
お
い
て
「
ソ
ン
ム
メ
ー
ル
」

を
「
急
速
吟
味
」
と
訳
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
私
の
手
も
と
に
あ
る
『
佛
国
訴
訟
法
講
義
』
は
全
体
で
二
七
六
頁
し
か
な
く
（
ソ
ン
ム
メ

ー
ル
の
説
明
は
二
三
四
頁
）
、
あ
る
い
は
版
が
異
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
9
)

伊
東
教
授
は
、
明
治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
の
第
八
九
条
・
九
四
条
に
規
定
さ
れ
た
挽
任
者
の
意
義
を
説
明
す
る
際
に
引
用
さ
れ
て
い

る
（
手
塚
・
伊
東
・
前
掲
法
学
研
究
ニ
ニ
巻
ニ
・
三
合
併
号
七
二
頁
（
註
二
）
）

(
1
0
)堀
内
節
「
御
屈
法
律
教
師
の
ブ
ス
ケ
と
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
ー
一
犀
入
か
ら
麗
止
ま
で
の
経
過
ー
—
」
比
較
法
雑
誌
八
巻
一
号
一
八
三
頁
。
さ
ら
に

大
久
保
泰
甫
『
ボ
ワ
ソ
ナ
ア
ド
』
四

0
頁
参
照
。
な
お
、
堀
内
氏
の
こ
の
労
作
に
つ
い
て
、
手
塚
•
前
掲
「
司
法
省
法
学
校
小
史

(
1
)」
法
学

研
究
四

0
巻
六
号
七
七
頁
注
(

1

1

)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

1

1

)

同
、
ニ
―
七
頁
。

(
1
2
)同
、
ニ
ー
三
頁
。
さ
ら
に
大
久
保
•
前
掲
五
0
頁
参
照
。

(
1
3
)

な
お
、
日
本
人
名
大
事
典
（
平
凡
社
）
の
名
村
泰
蔵
の
項
目
（
文
部
省
維
新
史
料
編
纂
官
森
谷
秀
亮
氏
執
筆
）
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

な
む
ら
た
い
ざ

•
f、

「
名
村
泰
蔵
（
一
八
四

0
ー
一
九

0
七
）
明
治
時
代
の
司
法
官
、
質
業
家
。
天
保
十
一
年
十
一
月
朔
日
長
崎
に
生
る
。
姓
は
北
村
、
幼
名
元
健
、

長
じ
て
元
四
郎
、
の
ち
名
村
家
を
襲
ぐ
に
及
ん
で
泰
蔵
と
改
む
。
養
父
が
和
蘭
通
詞
た
り
し
関
係
か
ら
夙
に
蘭
語
を
学
び
、
の
ち
更
に
英
獨
佛
の

諸
外
國
語
を
修
む
。
座
応
三
年
徳
川
昭
武
が
萬
闊
博
覧
會
開
催
の
為
め
渡
佛
す
る
や
、
こ
れ
に
随
行
し
て
親
し
く
彼
の
地
の
文
物
を
視
察
し
て
蹄

る
。
明
治
二
年
佛
學
局
助
教
に
任
じ
、
五
年
司
法
卿
江
藤
新
平
理
事
官
と
し
て
歌
米
各
國
に
差
遺
せ
ら
る
る
や
、
こ
れ
が
随
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
各

國
の
法
律
を
調
査
し
、
ま
た
政
府
を
し
て
仏
蘭
西
の
法
學
者
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
を
顧
問
と
し
て
雇
傭
せ
し
め
佛
蘭
西
法
律
の
輸
入
に
興
つ
て
力
あ
り
。

七
年
大
久
保
利
通
全
櫂
辮
理
大
臣
と
し
て
渡
消
す
る
や
ま
た
こ
れ
に
随
ふ
。
八
年
別
局
刑
法
草
案
取
調
委
員
、
十
二
年
治
罪
法
草
案
審
査
員
を
仰

付
ら
れ
、
十
三
年
太
政
官
少
書
記
官
に
任
じ
、
同
年
海
上
裁
判
所
取
調
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
参
事
院
員
外
議
官
補
に
任
じ
、
十
五
年
司
法
大
書
記

官
に
進
み
、
内
閣
委
員
を
仰
付
ら
る
。
こ
の
間
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
を
扶
け
て
刑
法
、
治
罪
法
の
編
簑
を
大
成
せ
し
む
る
に
盛
痒
す
。
十
九
年
大
審
院

椋
事
長
、
二
十
五
年
大
審
院
長
心
得
に
進
み
翌
年
退
官
、
二
十
七
年
貴
族
院
議
員
に
勅
選
せ
ら
る
。
在
官
四
十
年
、
大
審
院
検
事
長
時
代
に
加
波

山
事
件
、
大
阪
騒
動
事
件
を
審
理
し
て
名
竪
高
く
、
退
官
後
は
株
式
會
社
東
京
築
地
活
版
製
造
所
社
長
と
し
て
買
業
界
に
貢
献
す
る
こ
と
炒
な
か

ら
ず
。
四
十
年
九
月
六
日
歿
、
年
六
十
八
。
」

(

1

4

)

八
四
一
頁
。



(

1

5

)

八
四

0
頁。

(
1
6
)

八
五
八
頁
。

(
1
7
)一
四
頁
。
な
お
、
石
渡
•
前
掲
「
明
治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
」
九
九
九
頁
を
も
参
照
せ
よ
。
さ
ら
に
向
井
•
前
掲
「
民
事
訴
訟
法
典

編
纂
史
点
描
」
は
、
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
…
…
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
講
説
の
会
議
を
主
宰
し
た
。
会
議
の
途
上
、
彼
は
同
法
に
対
す
る
修
正

意
見
を
し
ば
し
ば
発
言
し
て
お
り
、
た
ん
な
る
講
述
の
会
議
で
は
な
く
、
き
た
る
べ
き
わ
が
民
事
訴
訟
法
典
編
纂
の
準
備
作
業
と
も
推
認
で
き

る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

(

1

8

)

前
掲
「
明
治
初
年
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
」
一
四
頁
。

(
1
9
)

八
四
四
頁
。

(
2
0
)

池
田
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
確
定
で
き
な
い
が
、
名
村
は
名
村
泰
蔵
、
玉
乃
は
玉
乃
世
履
の
こ
と
で
あ
る
と
断
定
し
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、
手
塚
•
前
掲
論
文
八
四
一
頁
以
下
に
よ
れ
ば
、
名
村
と
玉
乃
は
民
法
会
議
に
も
出
席
し
て
お
り
、
名
村
は
明
治
八
年
三
月
で
は

権
中
法
官
、
同
年
九
月
で
は
司
法
少
丞
で
あ
り
、
玉
乃
世
履
は
八
年
三
月
で
は
権
大
判
事
、
九
年
九
月
で
は
二
等
判
事
で
あ
る
。
な
お
、
玉
乃
に

つ
い
て
手
塚
教
授
執
鉦
の
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
・
昭
和
34
年
3
号
」
参
照
。

(
2
1
)

堀
内
・
前
掲
一
八
四
頁
に
よ
る
。

(

2

2

)

手
塚
豊
「
佛
蘭
西
法
典
の
移
入
」
（
「
歴
史
と
生
活
」
第
六
巻
第
五
号
三
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
箕
作
が
訴
訟
法
を
訳
出
し
た
の
は
明
治
六
年
九
月

ー
七
年
四
月
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
の
な
か
に
は
、
例
え
ば
、
「
此
原
文
＾
明
瞭
ヲ
闘
ク
箕
作
ノ
謁
文
＾
餘

程
補
ヒ
ク
ル
ナ
リ
」
(
-
四
三
頁
）
と
い
っ
た
よ
う
な
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
個
所
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
向
井
•
前
掲
「
明
治
初
年
に
お

け
る
民
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
」
一
四
頁
も
参
照
せ
よ
。

(
2
3
)

原
著
は
第
壷
琥
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
る
。

(

2

4

)

第
七
回
と
第
八
回
は
原
著
で
同
じ
日
付
に
な
っ
て
い
る
。

(

2

5

)

第
一
九
回
と
第
二

0
回
の
間
隔
が
長
い
の
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
七
年
八
月
六
日
か
ら
―
一
月
二
十
七
日
ま
で
大
久
保
内
務
卿
に
随
行
し
て
北

京
に
出
張
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
手
塚
•
前
掲
「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
編
纂
前
後
の
一
考
察
」
八
四
三
頁
参
照
。
さ
ら
に
前
出
注

(

1

3

)

を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
6
)

第
三
五
回
と
第
三
六
回
の
日
付
が
前
後
し
て
い
る
。

関
法
第
三
五
巻
第
三
•
四
•
五
号

七

（六

0
1―

)



ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
に
つ
い
て

七

（六

0
三）

(
2
7
)

『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
の
冒
頭
に
編
纂
課
が
付
し
た
「
練
序
」
に
は
、
「
事
務
ノ
寅
際
二
於
テ
需
ム
ル
所
ア
リ
講
説
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ニ
出
ッ
故

ニ
首
尾
貫
徹
全
篇
解
繹
ス
ル
ヲ
待
ク
ス
蓋
シ
民
法
二
在
テ
ハ
契
約
ノ
部
訴
訟
法
二
在
テ
ハ
初
告
裁
判
所
ノ
部
ノ
如
シ
」
と
あ
る
。

(

2

8

)

ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
フ
ラ
ン
ス
の
ど
の
よ
う
な
書
物
を
参
考
に
し
て
講
義
し
た
の
か
、
ま
た
受
講
生
が
何
ら
か
の
原
著
を
参
考
書
と
し
て
用
い

て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
西
村
・
前
掲
『
明
治
時
代
法
律
書
解
題
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
時
代
に
は
次
の
七
点
の
フ
ラ
ン
ス
訴
訟
法
関

係
の
書
物
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
①
『
証
拠
論
抜
幸
』
ベ
リ
ー
ム
著
・
黒
川
誠
一
郎
・
高
木
豊
三
共
訳
（
明
一
0
)
R
『
仏
国
訴
訟
法
原
論
』
ボ

ニ
ニ
ー
著
・
中
江
篤
介
訳
（
明
―
―
:
―
二
）
③
『
仏
国
訴
訟
法
講
義
』
ボ
ア
ク
ー
ル
講
述
・
コ
ル
メ
・
ダ
ー
ジ
ュ
増
補
・
内
藤
直
亮
・
熊
野
敏

三
共
訳
（
1

1

三
ー
ニ
四
）
④
『
仏
国
訴
訟
法
講
義
』
ア
ル
ペ
ー
ロ
・
プ
イ
ネ
論
述
・
渋
川
忠
二
郎
口
訳
（
明
―
二
）
⑥
『
仏
国
訴
訟
法
提
要
』
ヵ

ミ
ュ
ゼ
ー
著
・
加
太
邦
憲
訳
（
明
一
九
）
⑥
『
仏
蘭
西
訴
訟
法
覆
義
』
ム
ー
ル
ロ
ン
・
元
老
院
訳
R
『
仏
国
民
法
証
拠
篇
講
義
』
一
瀬
勇
三
郎
講

義
（
明
一
九
）

(
2
9
)

手
塚
・
伊
東
・
前
掲
「
明
治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
」
に
掲
げ
ら
れ
た
同
草
案
で
は
「
人
訴
ハ
被
告
住
所
若
ク
ハ
宿
所
ノ
地
ノ
裁
判
所

若
シ
被
告
敷
人
ナ
レ
ハ
其
中
一
人
住
所
若
ク
ハ
宿
所
ノ
地
ノ
裁
判
所
」
と
な
っ
て
お
り
、
や
や
わ
れ
わ
れ
の
慣
用
に
近
く
な
っ
て
い
る
。

(
3
0
)新
堂
幸
司
『
民
事
訴
訟
法
•
第
二
版
』
六
六
頁
。

(
3
1
)
-
―
一
ヶ
月
章
『
民
事
訴
訟
法
・
補
正
版
』
―
―

10
二
頁
。

(

3

2

)

フ
ラ
ン
ス
民
訴
法
の
一
六
八
条
と
一
六
九
条
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Art. 1
6
8
.
 
L
a
 partie 
q
u
i
 a
u
r
a
 ete 
a
p
p
l
e
e
 d
e
v
a
n
t
 u
n
 tribunal 
autre 
q
u
e
 celui 
doit 
connaitre 
d
e
 
la 
contestation, 

p
o
u
r
r
a
 d
e
m
a
n
d
e
r
 s
o
n
 r
e
n
v
o
i
 
d
e
v
a
n
t
 
!es 
j
u
g
e
s
 c
o
m
p
e
t
e
n
t
s
.
 

Art. 1
6
9
 
Elle sera t
e
n
u
e
 d
e
 f
o
r
m
e
r
 cette 
d
e
m
a
n
d
e
 p
r
e
a
l
a
b
l
e
m
e
n
t
 a
 toutes autres 
e
x
c
e
p
t
i
o
n
s
 et 
defenses, 

し
た
が
っ
て
、
「
故
障
」
の
原
語
は
、

e
x
c
e
p
t
i
o
n
で
あ
る
。
な
お
、
三
ヶ
月
・
前
掲
民
事
訴
訟
法
研
究
第
六
巻
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
財
産

差
押
法
草
案
に
お
け
る
執
行
制
度
の
基
本
構
想
」
一
七
九
頁
注
(

2

)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
3
3
)

こ
の
文
章
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
自
問
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
出
席
者
の
何
び
と
か
の
質
問
で
あ
る
の
か
判
定
し
か
ね
る
。
明
確
に
問
答
と

書
か
れ
て
い
な
い
こ
の
よ
う
な
表
現
は
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
の
な
か
に
散
見
さ
れ
る
。

(
3
4
)

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
第
三
四
回
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
与
え
て
い
る
。



関
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第
三
五
巻
第
三
•
四
・
五
号

千
八
百
三
十
八
年
マ
テ
ハ
初
告
裁
判
所
二
千
「
フ
ラ
ン
ク
」
マ
テ
ノ
終
審
ノ
植
限
ヲ
興
ヘ
タ
リ

之
レ
ニ
テ
ハ
甚
ク
ソ
ノ
額
ノ
少
ナ
キ
ト
云
フ
ヲ
以
テ
其
年
ョ
リ
千
五
百
「
フ
ラ
ン
ク
」
マ
テ
ノ
櫂
ヲ
典
ク
ル
ナ
リ

先
會
二
急
速
吟
味
ノ
7

ヲ
説
キ
タ
ル
ト
キ
モ
以
前
ハ
千
「
フ
ラ
ン
ク
」
マ
テ
ナ
リ
シ
カ
ソ
ノ
後
二
千
五
百
「
フ
ラ
ン
ク
」
マ
テ
ト
ナ
シ
タ
リ
ト

云
ヒ
ク
リ

(
3
5
)

前
出
注
(
3
3
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
3
6
)

例
え
ば
前
述
（
注
7
)
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
直
接
に
教
え
を
う
け
た
井
上
操
は
、
ド
イ
ッ
法
系
の
民
事
訴
訟
法
典
の
解
説
書
で
あ
る
『
民
事
訴

訟
法
述
義
』
の
な
か
で
、
既
判
力
を
説
明
す
る
の
に
際
し
て
、
「
お
ー
と
り
て
、
ど
、
ら
、
し
よ
ー
ず
、
じ
ゅ
ぜ
」
な
る
表
現
を
用
い
て
お
り

（
第
二
冊
六
百
三
十
五
丁
）
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
知
識
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
井
上
操
は
直
接
教
え
を
う
け

た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
『
佛
國
訴
訟
法
講
義
』
を
参
考
書
と
し
て
勉
強
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

(
3
7
)石
渡
•
前
掲
「
明
治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
」
は
、
向
井
教
授
が
「
訴
訟
法
会
議
」
に
佐
々
木
高
行
が
出
席
し
て
い
た
と
述
ぺ
ら
れ
て

い
る
（
前
述
二
参
照
）
こ
と
を
前
提
に
、
「
十
三
年
草
案
の
編
纂
事
業
に
従
事
し
た
佐
々
木
高
行
が
こ
の
会
議
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
考
え
方
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
法
が
十
三
年
草
案
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
、
可
能

な
ら
し
め
る
の
で
、
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

(
3
3
)

前
掲
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
財
産
差
押
法
草
案
に
お
け
る
執
行
制
度
の
基
本
構
想
」
二
＿
―
-
頁
。

(
3
9
)

兼
子
・
前
掲
「
日
本
民
事
訴
訟
法
に
対
す
る
仏
蘭
西
法
の
影
響
」
ニ
―
頁
に
よ
れ
ば
、
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
明
治
十
六
年
(
-
八
八
三
年
）

六
月
日
本
訴
訟
法
財
産
差
押
法
草
案
を
著
し
て
ゐ
る
。
…
…
又
公
表
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
と
前
後
し
て
訴
訟
手
続
に
関
し
て
訴

訟
法
草
案
も
起
案
さ
れ
て
居
り
、
之
も
前
記
財
産
差
押
法
草
案
の
姉
妹
編
と
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
閥
係
し
た
も
の
ら
し
い
。
」

本
論
文
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
（
一
般
研
究

C
・
課
題
番
号

5
9
5
2
0
0
0
6
)
の
助
成
を
う
け
た
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

七
四

（六

0
四）




